
　防災教育チャレンジプランでは、全国で取り組まれつつある防災教育
の場の拡大や質の向上に役立つ共通の資産をつくることを目的に、新し
いチャレンジをサポートいたします。
　そのプランの準備・実践に当たって発生する経費を支援し、実現に向
けて防災教育チャレンジプランアドバイザーが出向くなどして相談など
の支援を行います。
　応募の中から選ばれたプランは、活動計画について前年度の活動報
告会（最終報告会）で発表、さらに１年間実践した結果を、交流フォーラ
ム（中間報告会）と活動報告会（最終報告会）で成果を発表していただ
きます。※入門枠は発表不要
　活動報告会（最終報告会）においては、優秀な実践活動に対して
防災教育大賞、防災教育優秀賞、防災教育特別賞を授与いたします。
また、皆さんのチャレンジプランの成果はホームページなどで広く公開
いたします。

●活動プロセス及び成果に対して審査を行い、優秀な実践活動に対し
　て、防災教育大賞・防災教育優秀賞・防災教育特別賞を決定し、 表
　彰状と盾を授与いたします。

●防災教育チャレンジプラン「サポーター」として認定いたします。

2012年12月3日

（2012年10月13日現在、所属役職別50音順、敬称略）

[ 審査の観点 ]
・プラン実施により地域防災力の向上に貢献できること
・応募された防災教育プランの有効性・新規性
・活動の中に新しいチャレンジの要素が含まれているもの

[ 次年度チャレンジプランの発表 ]
・当年度の活動報告会（最終報告会）の会場にて、次年度チャレンジプランの計
　画を発表いただきます。

教育・社会福祉施設／教育委員会／NPO／地域団体／個人

○防災教育チャレンジプランサポーターに認定

アドバイザー

2013年度防災教育交流フォーラム

活動報告会

活動報告会
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・ 防災教育を一層充実させたいと考えている教育・社会福祉施設（保育施設・幼稚園・
   学校等）、教育委員会、NPO、地域団体（民間事業所、各種団体、行政機関）、個人等
・ 採用された場合は、都内にて開催予定の実践団体決定会、中間報告会、最終報告会の
　計３回の会合に出席できること。（一般枠のみ）

Ａ．保育園・幼稚園の部 Ｂ．小学校低学年の部 Ｃ．小学校高学年の部

Ｄ．中学校の部 Ｅ．高等学校の部 Ｆ．大学・一般の部

「防災教育チャレンジプラン実行委員会」の選考により決定します。
審査の結果は、事務局よりメイルにて応募団体へご連絡します。（応募締め切り後
１ヶ月程度）

防災教育チャレンジプラン実行委員会事務局
E-mail ： cpinfo2865@bosai-study.net　／　FAX ： 03-3556-8217

ホームページ（http://www.bosai-study.net）より応募用紙をダウンロードし、
必要事項を記入の上、防災教育チャレンジプラン実行委員会事務局までE-mailも
しくは FAX でご提出下さい。

サ
ポ
ー
ト
内
容

表　

彰

●プランの実践にかかる経費の提供／上限 30 万円（査定による）
※活動・予算計画書の提出及び団体名義の口座が必要となります。

●交流フォーラム（中間報告会）・活動報告会（最終報告会）発表者
　への交通・宿泊費の支給。（１名分×3回分）

●プランの実現に向けて、実行委員会が認定する防災教育チャレンジ
　プランアドバイザーが助言や現地指導等の支援を行います。

●プランの実践にかかる経費の提供／上限 5 万円（査定による）
※活動・予算計画書の提出及び団体名義の口座が必要となります。

●プランの実現に向けて、実行委員会が認定する防災教育チャレンジ
　プランアドバイザーが助言や現地指導等の支援を行います。

一
般
枠

入
門
枠

入
門
枠

一
般
枠

●活動プロセス及び成果に対して評価し、優秀な実践活動について表
　彰いたします。
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　委員長
林　　春男　京都大学 防災研究所巨大災害研究センター 教授
市川　啓一　株式会社レスキューナウ危機管理研究所 代表取締役
井上　浩一　防災ネットワークプラン 代表
鍵屋　　一　板橋区 福祉部長 
木村　玲欧　兵庫県立大学 環境人間学部 准教授
国崎　信江　株式会社危機管理教育研究所 代表
栗田　暢之　特定非営利活動法人レスキューストックヤード 代表理事
齊藤　清一　特定非営利活動法人日本ジオパークネットワーク 事務局長
澤野　次郎　災害救援ボランティア推進委員会 委員長
篠田　貴司　新島村立式根島中学校 教諭
諏訪　清二　兵庫県立舞子高等学校 環境防災科 科長
田村　　拓　ＳＣＳＫ株式会社 執行役員
中川　和之　株式会社時事通信社 山形支局長
平田　　直　東京大学地震研究所 地震予知研究センター センター長・教授
福和　伸夫　名古屋大学 減災連携研究センター センター長・教授
舩木　伸江　神戸学院大学 人文学部 人文学科 准教授
松尾　知純　防災ゲート・パートナーズ 代表
南島　正重　東京都立両国高等学校・附属中学校 主幹教諭

五島　政一　国立教育政策研究所 教育課程研究センター 基礎研究部 総括研究官
鈴木　宏二　文部科学省 研究開発局 地震・防災研究課 防災科学技術推進室長
藤山　秀章　内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（調査・企画担当）
山口　英樹　消防庁 国民保護・防災部 防災課 課長
四日市 正俊　内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（普及啓発・連携担当）

2012年度防災教育チャレンジプラン実行委員会 委員一覧

全国の地域や学校で取り組まれつつある防災教育の場の拡大や、質の向上に役立つ
共通の資産をつくることを目的に、新しいチャレンジをサポートする取組です。

2013年2月9日（土）
会場：有明の丘基幹的広域防災拠点施設(東京・江東区有明)

防災教育チャレンジプラン活動報告会

2012年度防災教育チャレンジプラン実践団体による成果発表と、新たに採択された2013年度防災教育
チャレンジプラン実践団体による１年間の活動プランの発表を行います。
ご来場の際にはホームページ（http://www.bosai-study.net）にて事前登録をお願いします。
主催 ： 防災教育チャレンジプラン実行委員会、内閣府（防災担当）
後援 ： 消防庁、文部科学省、国土交通省、全国知事会、全国市長会、全国町村会、
　　　日本赤十字社、全国都道府県教育委員会連合会、日本PTA全国協議会

入門枠
「はじめの一歩」

初めて防災教育に取り組まれる
みなさまを支援します！
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特別枠
ジオパーク
変動する大地と向き合う
次世代を育てるために



実践活動のご紹介

千葉県立東金特別支援学校

応募･決定 準備期間 サポーター認定活動期間

防災教育特別賞

防災教育優秀賞

活動期間

活動準備

・
プ
ラ
ン
の
具
体
化

・
渉
外･

打
ち
合
わ
せ

活動準備 開催準備 開催準備 開催準備

事務局へ
　相談

サポーター
も協力

実行委員
も協力

・　

へ
テ
キ
ス
ト
の
公
開

HP募
集
方
法･

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改
良

・
参
加
者
の
募
集

前回同様
プラス
FM ラジオ

チラシ配布

HP での公開

子育て当事者の
ボランティアグループ
への働きかけ

防災に取り組む団体から
専門性を提供してもらう

・
地
元　

 

と
の
連
携

NPO

・
プ
ラ
ン
の
具
体
化

・
意
見
交
換
会
開
催

・
高
齢
者
災
害
時
生
活
支
援
学
習

・
か
ま
ど
調
査
研
究

・
か
ま
ど
施
工
方
法
研
究

・
気
象
実
験
実
演
練
習

①
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砂
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削

②
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礎
コ
ン
ク
リ
ー
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制
作

③
レ
ン
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積
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座
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製
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⑤
仕
上
げ
作
業

①
土
砂
掘
削

②
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
制
作

③
レ
ン
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積
み
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座
板
製
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仕
上
げ
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①
土
砂
掘
削

②
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礎
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ン
ク
リ
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作

③
レ
ン
ガ
積
み
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座
板
製
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仕
上
げ
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土
砂
掘
削

②
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
制
作

③
レ
ン
ガ
積
み

④
座
板
製
作

⑤
仕
上
げ
作
業

・
土
砂
災
害
学
習

・
か
ま
ど
完
成
交
流

・
か
ま
ど
模
型
制
作
活
動

・
炊
き
出
し
実
演
・
展
示

・
材
料
・
器
具
の
準
備

・
成
果
発
表
地
域
交
流

・
継
続
・
普
及
の
た
め
の
出
版
活
動

・
中
間
報
告
会
で
の
助
言
を
受
け
、

・
参
加
者
の
募
集

● 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催(

第
３
回
）

● 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催(

第
４
回
）

● 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催(

第
５
回
）

・
機
材
の
準
備

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
広
報

・
参
加
者
の
募
集

・
テ
キ
ス
ト
原
稿
入
稿

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
チ
ラ
シ
作
成

● 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催(

第
１
回
）

● 

活
動
成
果
発
表
（
夏
季
）

● 

活
動
成
果
発
表
（
秋
季
）

● 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催(

第
２
回
）

NPO･ボランティア･市
計約１５回

学校と地域の繋がり強化 高齢者との交流、
知恵や知識の継承

異年齢交流で協力の
大切さや相互の
豊かな心を培う

防災教育優秀賞 なでしこ防災ネット
災害時の水の確保｢生活と水｣秦野盆地湧水群非常時活用マップ作成

釜石市立釜石東中学校
ＥＡＳＴーレスキュー

防災教育大賞 滋賀県立彦根工業高等学校
　　　　　　　　高齢者と共に活動　～モノづくり防災活動～ 

「かまどベンチづくり」を通じた小学校や地域との交流を継続しつつ、高齢者福祉施設と
の製作交流により、高齢者からの防災知識・知恵を継承するなど、地域・行政・関係団
体との連携を一層深め、「一物多様」な展開をしたことが評価されました。

2011年度については従来の賞とは別に復興教育特別大賞を設定いたしました。この
趣旨は、昨年３月１１日の東日本大震災で被災しながらも１年間活動を続け、復興
に向けて地域に多大な貢献をされました功績を称えるためです。 

これまでの参加者の所属入門枠（はじめの一歩）とは… 過去の受賞団体と活動の様子

１年の流れ（イメージ）

58％

7％

10％

1％

3％

20％

1％

これまで 2003 年より１６３団体が実践団体として参加しました。

学校・幼稚園

その他
国･関係団体

地域組織･団体

地方公共団体･
関係団体

大学･
研究機関

ボランティア･ＮＰＯ法人

教育対象者：地域住民・防災関係者

保護者・自治体・地域住民に対する
「子どもに関する防災意識」向上の
呼びかけと教育モデルの提供を行う
ために、ワークショップに向けテキ
スト案を作成し、中間報告会におい
て披露し、防災教育チャレンジプラ
ン実行委員会の助言を参考にテキス
トの最終原稿を作成した事例

例 (Ｂ)　○ ○ 防災会

プランの対象者：高校生
　　　　　　　　小学生（高学年）
　　　　　　　　保護者・PTA
　　　　　　　　地域住民・社会人
　　　　　　　　一般・高齢者等

かまどベンチづくりで子どもからお年
寄りまで参加し、防災減災に欠かせな
い「人のつながり」をつくり被災後の
心のケアにつなげると共に、学校や行
政ととの連携を研究し災害に強い地域
を作ることを目的とした事例

例 (Ａ)　○ ○ 工業高校
ー 成果 －

手作り活動（製作のプロセス）
をすることによって、人と人
の絆、つながりが強まった。
その結果、災害に対する想像力
や減災に対する想像力を豊かに
し、たくましく生きる力を
身につけた。

ー 成果 －

適切に広報した結果、子ども
を保育園に預ける前の、乳幼
児の母親層のニーズが高いこ
とが再確認された。 
実践内容そのものはユニーク
な内容ではないが、お母さん
たちにとって身近な環境での
防災教育推進に寄与していけ
るものとなった。 

●
そ
の
後 

継
続
し
て
活
動

●
そ
の
後 

自
立
し
て
活
動
展
開

・
応
募
締
め
切
り 　

月　

 

日
（
応
募
資
格･

方
法･

審
査
の
観
点
は
裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）
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・
活
動
報
告
会
で
の
助
言
を
受
け
て
、
活
動
計
画
の
見
直
し

・
最
終
成
果
の
発
表
に
向
け
た
発
表
資
料
の
準
備

・
成
果
品
の
提
出

・
活
動
計
画
の
発
表
に
向
け
た
発
表
資
料
の
準
備

　3月11日の東日本大震災をきっかけに、防災教育への興味
・関心が高まった方、防災教育を実施したくなった方も多くお

られると思います。そこで防災教育チャレンジプランでは「これ

まで防災教育をやったことがなくてよくわからない」「やりたい

けれどもいきなり計画案を作って応募することは難しい」とい

う団体に対して、入門枠（はじめの一歩）を用意しました。

　入門枠（はじめの一歩）に採択されると、まずは１年間にわ

たってチャレンジプランで既に実施された防災教育プログラ

ムを学び・実践しながら、次年度のチャレンジプランに応募

するための計画を作成します。計画が採択されると、次年度

は一般のチャレンジプラン実践団体として活動を行います。

　入門枠（はじめの一歩）は、一般枠の実践団体応募と比べる

と、活動費の支援は上限５万円ですが、応募書類などが簡略

化されており、やる気があれば「誰でも」「気軽に」応募できるも

のとなっています。ぜひ、奮ってご応募ください。

高津養護学校　たかつ地域ネットワーク推進会議

「やさしい日本語」有志の会

「防災発信・防災交流～北之幸谷から二市四町へ～」

「「やさしい日本語」から防災教育へ」

「２０１１　たかつ　地域との協働による
障がい者・高齢者等要援護者支援のための防災シミュレーション訓練」

愛知県立半田商業高等学校
「レスキューハイスクール。育み隊！」

防災教育大賞

復興教育特別大賞

宮城県大河原町立金ヶ瀬中学校
「学校と地域が協働する防災対策活動プラン」

南三陸町立歌津中学校
「被災しても、たくましく活躍できる歌中生！」

「ＥＡＳＴ－レスキュー」
釜石市立釜石東中学校

製作交流活動① 製作交流活動② 製作交流活動③ 製作交流活動④ 活動普及継続計画

・
活
動
計
画
の
発
表
（
活
動
報
告
会
に
て
）

・
最
終
成
果
の
発
表
（
活
動
報
告
会
に
て
） 

・
中
間
成
果
の
発
表
（
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
）

佐用高校農業科学科防災プロジェクトチーム

防災教育特別賞 西大和６自治会連絡会
災害時要援護者避難訓練＆子どもサバイバルキャンプ

佐用町は大きな家族！　～豪雨災害を乗り越えて～

糸魚川市立根知小学校
「根知小発！ジオパークの大自然と向き合う地域防災教育」



www.bosai-study.net

全国の地域や学校で取り組まれつつある防災教育の場の拡大や、質の向上に役立つ
共通の資産をつくることを目的に、新しいチャレンジをサポートする取組です。
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新設 !!
特別枠
ジオパーク
変動する大地と向き合う
次世代を育てるために

～ 特別枠「ジオパーク」のご案内 ～



2014年2月2013年10月
2013年2月

2013年度活動スケジュール（予定）

応募資格

サポート内容
● プランの実践にかかる経費の提供
 　特別枠／上限 30 万円（査定による）
● アドバイザーによる助言・指導等 

● 防災教育を一層充実させたいと考えている教育・社会福祉施設
   （保育施設・幼稚園・学校等）、教育委員会、NPO、地域団体（民間
     事業所、各種団体、行政機関）、個人等
● 採用された場合は、実践団体決定会、中間報告会、最終報告会
     に出席できること。
●国内でジオパーク活動をしている場所で行われる実践活動であ
　ること。（対象地域などは、日本ジオパークネットワークWEBサイト
　<http://www.geopark.jp/>などを参考にして下さい。問い合わ
　せは事務局まで。）
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募集概要 2012年度
防災教育チャレンジプラン実行委員会委員一覧

www.bosai-study.net

　防災教育チャレンジプランでは、全国で取り組まれつつある防災教育の場の拡
大や質の向上に役立つ共通の資産をつくることを目的に、新しいチャレンジをサ
ポートいたします。
　そのプランの準備・実践に当たって発生する経費を支援し、実現に向けて防災
教育チャレンジプランアドバイザーが出向くなどして相談などの支援を行います。
　応募の中から選ばれたプランは、活動計画について前年度の活動報告会（最終
報告会）で発表、さらに１年間実践した結果を、交流フォーラム（中間報告会）
と活動報告会（最終報告会）で成果を発表していただきます。
　活動報告会（最終報告会）においては、優秀な実践活動に対して防災教育大賞、
防災教育優秀賞、防災教育特別賞を授与いたします。また、皆さんのチャレンジ
プランの成果はホームページなどで広く公開いたします。

実　　　　践
2013年4月～2014年3月
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